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第 1 章 はじめに 

 現代の青年期の友人関係は，希薄化しており，傷つくことを恐れ，深いかかわりを避け

る傾向があり（岡田，1995；松元，1997；岡田，2007），自己開示の欲求があっても，実際

に自己開示できないために，友人関係に満足できず，孤独感を抱えている可能性がある。

そのため，本研究では自己開示欲求と行動，そして自己開示欲求と行動の差に着目し，現

代の青年の友人関係満足度や孤独感について検討することとした。  

 

第 2 章 目的 

 本研究では，青年期にあたる大学生が友人に対してどのような質の自己開示をどのくら

いしたいという欲求を持ち，実際にどのくらい自己開示の行動をとっているかを調べ，自

己開示欲求と実際に行っている自己開示行動の差を含めた特徴を把握した。そのうえで，

青年期にあたる大学生の自己開示欲求と自己開示行動，そして両者の差が友人関係の満足

度と孤独感にどのように影響するのかについて検討することを目的とする。その際には，

自己開示の内容の深さや性差も踏まえた検討を行った。 

 

第 3 章 方法 

東京都内にある私立大学に在籍する大学生男女 763 名を対象とし，質問紙調査を行った。

回収した質問紙は 488 部(回収率 63.96%)であり，そのうち 25 歳以上の学生，非回答，一

部欠損など除いた 303 部を (有効回答率 62.09 %)分析対象とした。その内訳は，男性 125

名，女性 178 名，平均年齢は女性 19.69 (SD =1.16)歳，男性 19.84 (SD =1.14)歳であった。 

なお，質問紙は，表紙と年齢，性別を尋ねる項目に加えて，自己開示の内容の質的側面

を意識した丹羽・丸野（2010）の「自己開示の深さを測定する尺度」を改変した自己開示

の欲求を測るための「自己開示欲求尺度（24 項目）」と自己開示の行動を測るための「自

己開示行動尺度（24 項目）」，友人関係の満足感を主観的にどのように感じているかを測る

ための「友人関係満足度（1 項目）」（吉岡，2001），孤独感を測るための「改訂版 UCLA 孤

独感尺度日本語版（20 項目）」（諸井，1992）の 4 つの尺度から構成されている。 

 分析には SPSSver23.0 を使用し，自己開示欲求，自己開示行動，および自己開示欲求と

行動の差について男女差の検討を行うために，t 検定を行った。そのうえで，自己開示欲

求，自己開示行動，および自己開示欲求と行動の差が性別あるいは自己開示の深さ（レベ

ルⅠ〜Ⅳ）によって異なるかを検討するために，それぞれ 2 要因の分散分析を行った。そ

の後，自己開示欲求及び自己開示行動の下位尺度間の関連を検討するため，男女別に相関

分析をおこなった。また，自己開示の深さレベルによって友人関係満足度や孤独感に違い

がみられるかを検討するために，自己開示欲求，行動，自己開示の欲求と行動の差と，友

人関係満足度および孤独感との相関分析を行った。最後に，性差を踏まえた自己開示 4 群

における友人関係満足度と孤独感の違いを検討するため，性別と自己開示 4 群(HH 群、HL

群、LL 群、LH 群)を独立変数とし，友人関係満足度と孤独感を従属変数として，2 要因の

分散分析を行った。 

 また本研究は，桜美林大学の研究倫理委員会へ審査を申請し，研究の許可を受けた上で

実施した。（承認番号：18001） 
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第 4 章 結果および考察 

 その結果，現代の大学生の自己開示の特徴として男性より女性の方が実際に自己開示を

行っていることが明らかになった。下位尺度でみてみると，自己開示の深さのレベルが「Ⅰ.

趣味」＞「Ⅱ.困難な経験」「Ⅲ.決定的ではない欠点や弱点」＞「Ⅳ.否定的な性格や能力」

の順で欲求が高く，行動が多いことが示唆された。また，男女ともに自己開示の欲求が高

いほど自己開示を行う特徴が+あるが，深さのレベルでみてみると，男性では「Ⅲ.決定的

ではない欠点や弱点」及び「Ⅳ.否定的な性格や能力」の欲求の高さと「Ⅰ.趣味」の自己

開示の行動の間には関連がみられず，女性では「Ⅳ.否定的な性格や能力」の欲求の高さと

「Ⅰ.趣味」の自己開示の行動には関連がみられなかった。また，自己開示欲求と行動のズ

レについて「Ⅰ.趣味」のみ欲求よりも自己開示行動を行うようなズレの傾向があり，「Ⅱ.

困難な経験」や「Ⅲ.決定的ではない欠点や弱点」，「Ⅳ.否定的な性格や能力」については，

実際の自己開示行動よりも欲求を高いようなズレの傾向があることが明らかになった。 

自己開示欲求及び自己開示行動と友人関係満足度及び孤独感の関連について，探索的に

検討を行ったところ，自己開示欲求は男女ともに友人関係満足度との間には関連がないが，

男性のみ孤独感との間に関連があり，男性は自己開示の欲求が高いほど孤独感を感じない

傾向があることが明らかになった。深さのレベルで見てみると，女性では「Ⅰ.趣味」の自

己開示欲求が高ければ，友人満足度も高い傾向があり，男性では「Ⅰ.趣味」，「Ⅱ.困難な

経験」，「Ⅲ.決定的ではない欠点や弱点」の自己開示欲求が高いほど孤独を感じておらず，

女性では「Ⅰ.趣味」を自己開示する欲求が高いほど，孤独を感じていないという傾向があっ

た。また，自己開示行動については男女ともに友人関係の満足度及び孤独感と関連があり，

自己開示行動を行うほど男女ともに友人関係の満足度が高く，孤独感を感じていないこと

が明らかとなった。深さのレベルで見てみると，「Ⅰ.趣味」について実際の自己開示行動

が女性では友人関係の満足を高め，そして男女ともに孤独感を低めることが示唆された。

欲求－行動については，友人関係満足度及び孤独感と関連があり，実際の自己開示行動よ

りも自己開示欲求の方が高く，自己開示欲求と行動に差がある場合，友人関係に満足でき

ず，孤独感を感じる傾向があることが示唆される。深さのレベルでみてみると，女性は，

「Ⅰ.趣味」，「Ⅱ.困難な経験」，「Ⅲ.決定的ではない欠点や弱点」，「Ⅳ.否定的な性格や能

力」のすべてにおいて，行動よりも欲求の方が高くズレが大きくなるほど友人関係満足度

が低くなり，孤独感も高くなる傾向があることが明らかとなった。また，男性は，「Ⅰ.趣

味」，「Ⅱ.困難な経験」，「Ⅲ.決定的ではない欠点や弱点」が行動よりも欲求が高くズレが

大きくなるほど友人関係満足度が低くなり，「Ⅰ.趣味」，「Ⅲ.決定的ではない欠点や弱点」，

「Ⅳ.否定的な性格や能力」が行動よりも欲求が高くズレが大きくなるほど孤独感を感じる

傾向があることが示された。  

自己開示欲求と自己開示行動の高低で 4 群に群分けし，性別と 4 群間での友人関係満足

度と孤独感の関連について検討した結果，自己開示 4 群との間にのみ有意な差が認められ，

自己開示欲求が高く，自開示行動が高い群（HH 群）の方が自己開示欲求が低く，自開示行

動が低い群（LL 群）よりも友人関係満足度が高く，孤独感が低いことが明らかとなった。

したがって，自己開示に対する欲求が高く，実際の自己開示行動も多く行っている人は，

自己開示に対する欲求が低く，自己開示をあまり行っていない人に比べて，今の友人関係

に満足し，孤独感を感じていないことが示唆される。 
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